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TERADA  HIROSHI

●防災協定
今回の水害を踏まえて、これ
までの防災協定では足りなか
った部分は何か。今後、必要
な協定を結んでいくべきだ。

寺田　洋

NAKAJIMA  RYOICHI

●関東・東北豪雨災害
避難指示は空振りだってかま
わない。いち早く指示を出す
べきだ。大切なのは市民の生
命と財産を守ること。

中島　亨一

OSAWA  KIYOSHI

●被災した地域の公民館
地域住民が集う拠点である公
民館。早期に復興することが
重要だ。行政の手厚い補助を
お願いしたい。

大澤　清

ISHIKAWA  EIKO

●豪雨災害から考える問題
①被災者生活再建支援の拡
充、②建築廃材の処理費、
③農業関係補償の問題、④
防災無線の不備について。

石川　栄子

KANEKO  TERUHISA

●豪雨災害について
人間は必ずしも完璧ではない。
あの未曽有の災害を今後の市
民生活に生かせるよう、今回
質問する。

金子　晃久

OKANO  KAZUO

●災害見舞金
何の過失もなく被害をこうむっ

た方々。５万，３万円で家電を

そろえることはできない。被災

者を救うのが行政ではないか？

岡野　一男

ENDO  FUMIE

●災害における行政対応と今
後の行政運営

ハザードマップ、災害時の職員

動員体制、防災協定、今後の行

政運営について。

遠藤　章江

SEKI  MASASHI

●八間堀川決壊
今まで先送りになってきた八
間堀川の整備。この決壊がな
ければと嘆く声。今後、改修
・整備はどう進むのか？

関　優嗣

SAKANO  SHIGEMI

●美妻橋下流右岸の堤防
堤防高が不足しているこの堤
防。橋の架けかえがなければ
整備されないのか。住民の不
安はつのるばかりだ。

坂野　茂実

KURAMOCHI  MAMORU

●圏央道常総インターチェン
ジ周辺整備事業

地権者の意向を十分に反映す
べき。早期に進めて、早く復
興してもらいたい、

倉持　守

SHIGETA  SHINZO

●大水害は人災
若宮戸の無堤地帯は、築堤の
要望があったにも関わらず放
置されてきた。これはまさに
人災ではないのか。

茂田　信三

HORIKOSHI  MICHIO

●災害救助法・被災者生活再
建支援法

被災者にもっと手厚い支援が
必要。市長を先頭に「オール
常総」の意識高揚を!!

堀越　道男

NAKAMURA  YASUO

●市民の広場＋カスミ跡地
今回の水害で水没しなかった
市民の広場。カスミ跡地もプ
ラスして、水害に遭わない多
目的施設の早期建設を!!

中村　安雄

KOBAYASHI  TAKESHI

●大規模避難所を西側に
西側、東側という新たな考え方

が必要。防災センターを備えた

大規模避難所にもなる複合施設

を西側に建設すべきだ!!

小林　剛

ENDO  MASANOBU

●水害に伴う二次感染対策
水害後、環境は劣悪。肺炎球
菌、インフルエンザ、破傷風
といった感染症について市は
対策を考えているのか？

遠藤　正信

12

NAKAMURA  HIROMI

●避難指示の出し方
避難指示が抜け落ちた上三坂地

区。適切に指示が出ていれば尊

い２名の命も救うことができた

のではないだろうか。

中村　博美
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NITTA  HIROYASU

●当初政策の見直し・変更
西部地区は西部地区で生活が
あり要望もある。今回の災害
で忘れ去られてはならない。
予算はまわってくるのか？

新田　宏安
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